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登山者をめぐる争い

江戸時代、登山口の村々では、御
お
師
し
・先
せん
達
だつ
・強
ごう
力
りき
・馬
うま

子
こ
をはじめ、石室や茶屋を経営する人など、多くの人が
御
お
山
やま
挊
かせぎ
をしていました。そのため、参詣人 (登山者 )の

人数は、村の経済に大きな影響を与えました。須山村で
も御縁年には立て札を建てたり、観光案内の「冨士山須
山口略絵図」を作成したりするなど誘客に努めました。
各登山口でのこのような動きはトラブルも生みました。
下の２枚の古文書は、「為取替證文之事」という表
題で寛政９年 (1797) に須山村と須走村との間で取り
交わされたものです。須山村からの文書には「十里木
新田へ案内人を出していましたが、要望通りに案内人
を出すことはやめます」と、須走村からの文書には「参
詣人の姿や商人の姿をさせて登山をするように勧める
ことはしません」と書かれています。昔も今も客引き
の問題があったことがわかります。

為取替證文之事

「おかあさんといっしょ」
ガラピコぷ～がやってきた！！

坂田おさむ、つのだりょう
こ、「ガラピコぷ～」の仲間
たちが大集合！ 歌や踊りが
いっぱいの、楽しいステージ
をお届けします。
と　　き／ 11月 12日㈯　1回目 13時～、
　2回目 15時 30分～　　※開場▶ 30分前
料　　金／全席指定（税込） １歳以上　2,600 円
　※ 1歳未満で膝上鑑賞の場合１人まで無料
発 売 日／７月 23日㈯　9時～
　※各プレイガイドでも発売します。

無料の和太鼓体験ワークショップ
を開催します。
と　　き／８月 11日㈭　13時～
と こ ろ／多目的ホール
申�し込み／事前に市民文化センターへ
お申し込みください。　※電話可

髙村さんは、５月８日㈰にアメリカ・バージニア
州で開催されたチア・ダンスの全米最大級の大会
「THE U.S. FINALS」に、日大三島高校・中学校
応援部のチーム「P

ピンキー
inky C

チェリーズ
herries」のメンバーで

出場し、Varsity Pom Dance 部門で優勝。この大
会は全米 6カ所で開催され、各大会で部門優勝し

たチームの中で、Division GRAND CHAMPION
（部門総合優勝）に輝きました。「１年をとおして培っ
た成果をチア・ダンスの本場アメリカで認められ、
とてもうれしかったです」と大会を振り返ります。
アメリカでは、時差ぼけや食事が合わないなど海外
の大会ならではの苦労も話してくれました。
部活では３年生がこの大会で引退をしたため、髙
村さんを含めた２年生が、これからはチームを引っ
張っていく役目を果たします。その中でも髙村さん
は「ターンなどのテクニックが上手で、表情が豊か
なため、どこのポジションにも出せる存在です」と
顧問の先生は語ります。
日ごろの練習では「基本的なあいさつや返事、を
大切にし、練習の雰囲気を良くすることを心掛けて
います」と話す髙村さん。けがにも注意して日々練
習に励んでいます。また「勉強との両立が大変です」
と学生らしい悩みも話してくれました。
最後に目標を尋ねると「先輩たちが築いてくれた
この結果を自分たちの代で終わらせないように次に
つなげていくことです」と笑顔で話してくれました。
今後の活躍が期待されます。がんばれ！　髙村さん。

チア全米大会で Varsity Pom Dance 部門総合優勝
髙村 彩

あや

音
ね

さん（新道・17 歳）

須
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村
か
ら

須
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須
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区
有
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）

聴いて！触れて！はかせみきたの和太鼓ワークショップ


